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Report on the Improvement of Expressive Ability of Middle-
Advanced Japanese Grammar Learners Based on Contextual 
and Situational Understanding: improvement analyzed through 
learner written sentences and interviews
             HEO Myeongja, HAYASHI Junko, YASHIMA Yasuhiro
【Abstract】This paper is a report on the practical teaching of grammar classes 
aimed at improving the use of appropriate expressive abilities in daily situations for 
middle-advanced level learners. In grammar classes, grammar learning was conduct-
ed with the goal of being able to accurately understand the situations and contexts, 
where sentence patterns and expressions presented in classes may be used, and use 
appropriate expressions that take into consideration interpersonal relationships.
We examined learning effects of grammar classes from the two viewpoints of 
improving learner's expressive ability and changing consciousness of grammar 
learning. Quizzes conducted in weekly classes were analyzed for the improvement of 
learner's expressive ability. In regard to change of consciousness towards grammar 
learning, we analyzed learner understanding of grammar learning through an 
interview conducted at the end of the term. 
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中上級レベル文法クラスの概要は以下の通りである。春学期は 10 週間で 10 回授業が
行われ、期末テストの 1回分を除いて 9課分の学習を行った。
● コースの目標 : 中上級レベルの文法項目及び文型の意味を理解し、日常生活におけ
る場面と文脈を正しく理解し、各場面での適切な使い方を学ぶ。授業で学んだ表現
を他の類似表現と使い分けることができるようになる。
● 授業時間数 : 毎週 1コマ（75 分）*10 週間
● 授業内容 : 授業で取り上げた文法項目、文型は以下の通りである。1
表 1　中上級文法コースの授業内容
各課のタイトル 各課の内容




第 2回目 第 2課　
アスペクトの形式
「~ はじめる / 続ける / 終わる」
「~ つつある」「~ てある」「~（ら）れている」「~
ておく」「~ てしまう」「~ ところだ」
第 3回目 第 3課
「わけ」を使った表現
「~ わけだ」「~ わけではない」「~ わけがない」「~
わけにはいかない」
第 4回目 第 4課
「もの」「こと」を使った表
現
「~ ものだ / ものではない」「~ たものだ」「~ も
のの」「~ ことだ」「~ のことだから」「~ ことに」
第 5回目 第 5課　
比例
「~ ば ~ ほど ~」~ にともなって」「~ につれ」「~
にしたがって」「~ とともに」
第 6回目 第 6課　
関連を表す表現
「~ に関わる」「~ をめぐって」「~ に応じて」「~
次第で」「~ ようによっては」
第 7回目 第 7課　
終助詞
「ね」「よ」「よね」「わ」「かな」

















課の「比例」、第 6 課の「関連を表す表現」、第 8 課の「気持ちを表す表現」の文作りの
練習でも復習し、理解だけでは運用面にいても定着を図った。話し手の意思を表すモダ




















































第 1課　進行と完了・第 2課　アスペクトの形式　問題 6~8
　（研究室の教授と学生の会話）
先生 : ああ、ワンさん、ちょうどよかった。締切まであと 1週間ですが、
　　　プロジェクトの報告書はもう　6.（書く）書き終わりました　　か ?
























う問題があった。第 1 課、第 2 課の小テスト実施時には、間違いのほとんどがこれらの
形式選択に関わるものであった。例えば、問題 8 及び問題 10 では「~ た」を使うべきで
はないところで「~ た」を用いている例である。
第 1課・第 2課　小テスト問題 8
ちょうどこれから、先輩の部屋へ相談に（行く）　です。
　→「行きかけたん」「行き出したん」（正答は「行くところ」）
第 1課・第 2課　小テスト問題 10
この店はメニューがたくさんあるけど、もうすぐ全部（食べる）　んだ。
　→「食べつくした」「食べてしまった」（正答は「食べつくす」）






















この学生は丁寧体を使うべき場面での普通体使用が目立った。例えば、第 1 課・第 2 課
の小テスト問題 6や第 3課の小テスト問題 6の回答がこれに当たる。

























































































































































































































置き」、第 10 課「話題転換」、第 11 課「予想外」）は練習問題の解答を渡し自主学
習にした。
本稿で取り上げる回答例は授業を履修した学習者によるものであり、本論集への2. 
掲載について書面で許可を得ている。
非漢字圏の学習者の場合、在学生数が少ない国からの学生は国籍によって個人が3. 
特定される可能性があるため、学習者の個人情報は非漢字圏のみ記し、詳細の掲
載は控える。
インタビューの質問項目は、文法クラスに対する期待、文法項目の学習とコミュ4. 
ニケーション能力の向上の関係、小テスト、文法クラスの感想、等である。授業
担当の教師が口頭で質問し学習者が自由に答えるという面接の形式で行った。イ
ンタビュー内容は録音し、それを文字起こししたデータを分析した。
インタビューの内容は、学習者が文法学習や文法クラスにおいて感じたことをど5. 
場面理解に基づいた表現能力の向上を目指す文法教育
－ 34 －
グローバルコミュニケーション教育センター　日本語教育論集　第 32 号　（2017）
－ 35 －
のように表現したのかが分かるように、学習者の発話をそのまま文字化したデー
タを記した。
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